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先延ばし後の時間経過に伴う意識の変化

○桑原るり（広島大学） 森田愛子（広島大学）

キーワード：先延ばし，否定的感情，先延ばし後

問題と目的

しなければならないことを後回しにすることは

先延ばしと呼ばれる。小浜・松井 は，大

学生が学業課題を先延ばしした際に生じやすい意

識に着目し，先延ばしを先延ばし前・先延ばし中・

先延ばし後の 時点から構成されるプロセス 先

延ばし過程 と捉え，先延ばし過程における意識

の変化について検討している。しかし，先延ばし

過程は 時点には収まらず，より複雑な意識変化

を伴う可能性がある。特に，「先延ばし後」と，さ

らにその後の「課題を完了した後 小浜 」

は現在区別されていないが，否定的感情の強さが

異なる可能性がある。本研究では，先延ばし後の

意識の変化に着目し，測定時点による否定的感情

の強さの違いを検討する。

方 法

参加者 定期試験を実施する授業を受講する大学

生 名。

質問紙 回調査を実施した。調査では，Ⅰ 定

期試験勉強中 〈先延ばし後〉，Ⅱ 試験終了直後

〈課題完了後 〉，Ⅲ 試験 週間後〈課題完了後

〉，Ⅳ 試験 週間後〈課題完了後 〉の 時点

における否定的感情について尋ねた。時点Ⅰ・Ⅱ

を第 セクション，時点Ⅱ・Ⅲ・Ⅳを第 セクシ

ョンとした。否定的感情を測定するために，全て

のセクションで以下の つの尺度を使用した。①

先延ばし意識特性尺度のうち「先延ばし後の否定

的感情」 小浜， ， 項目， 件法。②先延ば

し後自動思考尺度のうち「自己行為批判」 林，

， 項目， 件法。

結果と考察

先延ばし後と課題完了後の否定的感情の強さの違

い 第 セクション全てに参加した 名のデー

タを使用した。測定時点を独立変数，否定的感情

を従属変数とした，対応のある 検定を行った

。その結果，②「自己行為批判」で先延

ばし後の得点が試験終了直後の得点より有意に低

かった。したがって，先延ばし後と課題完了後に

抱いている否定的感情の強さは異なることが示唆

された。先延ばし後より試験終了直後の方が否定

的感情が強かった理由としては，試験終了直後に

試験の出来不出来を実感し，その際に抱いた否定

的感情の強さが，先延ばし後に抱いていた否定的

感情の強さを上回った可能性が考えられる。

課題完了後 時点の時間経過に伴う否定的感情の

変動 第 セクション全てに参加した 名のデ

ータを使用した。課題完了後 時点の否定的感情

の強さを比較するため，測定時点を独立変数，否

定的感情を従属変数とした 要因分散分析を行っ

た 。いずれも主効果が有意であったた

め 法による多重比較を行った。その結果，①

「先延ばし後の否定的感情」は試験直後の得点が

週間後の得点より高く，かつ 週間後の得点が

週間後の得点より高かった。②「自己行為批判」

は，試験直後の得点および 週間後の得点が 週

間後の得点より高かった。したがって，課題完了

後では全体的な傾向として時間経過に伴い否定的

感情の強さが低下することが示唆された。

付 記

本研究のデータ収集にご協力いただいた岡﨑彩

香さん 広島大学 に深く御礼申し上げます。

先延ばし後と課題完了後 における意識の平均値 と

課題完了後の 時点の意識の平均値 および多重比較
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児童の小説と漫画における脳血流測定の試み
―右脳と左脳の比較―

○倉持こころ（成田国際福祉専門学校） 鈴木由美（聖徳大学）

キーワード：小説，漫画，児童

問題と目的

小学校学習指導要領国語科の読書では，読書に

親しむことに重点を置いている（文部科学

省 ）。

漫画について内田・折田・國上・寺野・吉川（ ）

は，視覚的な情報を豊富に含んでいるため，言語

への依存が低いと述べている。

先行研究では，質問紙調査を行い小説と漫画を

比較（大久保・和田・窪・堀田， ）や表現方

法の比較（井澤， ）がされている。小説と漫

画の脳血流測定は行われていない。

本研究は，児童の読書（小説・漫画）において

右脳と左脳のヘモグロビン量を測定し，違いを明

らかにすることである。そこで本研究の目的は，

つある。 つ目は，小説を黙読する際の右脳と左

脳のヘモグロビン量の違いを明らかにする。 つ

目は，漫画を黙読する際の右脳と左脳のヘモグロ

ビン量の違いを明らかにする。

方 法

本実験は， ××年 月～ 月に実施した。本

研究は，日立ハイテクノロジー社製の携帯型脳血

流装置である を用いて実験被験者を個

別に実験を行なった。

本研究は，小学校 年（ 名）・ 年（ 名）・

年（ 名）・ 年（ 名）・ 年（ 名）の児童 名

を被験者として実施した。実験計画は，（ ）

に示す。

実験計画

実験は， 大学の大学院生教室を使用した。

倫理的配慮

倫理的配慮においては，参加児童及びその保護

者に対して説明を行い，保護者からの承諾書の記

入を得て実験を実施した。

結果と考察

第 の目的の「小説黙読時の右脳と左脳のヘモ

グロビン量」は，右脳 名で左脳が 名でヘモグ

ロビン量が高い結果となった（ ）。左脳は，

言語を司る脳である為，ヘモグロビン量が右脳と

比べ高い事が確認された。小説は，左脳に影響を

及ぼす可能性が推察された。

小説を黙読する際のヘモグロビン量

第 の目的の漫画黙読時の右脳と左脳のヘモグ

ロビン量」は，右脳 名で左脳が 名のヘモグロ

ビン量が高い結果となった。右脳は，空間認知を

司ると言われているため 名が左脳に比べ高い事

が確認された（ ）。漫画は，右脳に影響を

及ぼす可能性が推察された。

漫画を黙読する際のヘモグロビン量

右脳のヘモグロビン量が高い児童は，中学年及

び高学年におり，低学年には見られなかった。
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